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・ＪＡマインズと連携し，市内農家間の貸借を促進し，都市農地の保全・活用を
図った。
・ＪＡマインズと連携し，貸借円滑化法の更なる周知・活用を図る。

基準値
（基準年度）

実績値 目標値
（目標年度）

指標の推移
（※）

考察
（令和5年度） （令和6年度）
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令和3年度

71 74
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令和8年度
◎

・計画期間内において，認定農業者数は増となり，目標を達成した。
・今後，家族経営協定を促進することで，認定農業者数の増加を図る。

1
令和3年度

0 3
3

令和5～8年度の
4箇年累計

◎
・市民農園２園と学童農園１園を新規開設した。
・農業体験の場の新規開設については，市内にバランスよく配置ができるよう検討
していく。

１　施策の基本情報(Plan)

施策名

２－１　施策全体の考察①（施策の目的，方向に対する考察）

目的

対象

意図

【施策と関連するＳＤＧｓの目標（ゴール）】

施策・事務事業マネジメントシート【令和７年度】

施策の目的，方向に対する考察（Check・Action）

　調布市農業振興計画策定から５年を経過する令和６年度は，都市農業を取り巻く環境の変化や市内農業の実態の変
化を踏まえて中間見直しを行い，計画を改定した。各施策の効果については，農業経営の支援を実施したことによ
り，都市農業の安定的な継続につなげることができた。また，多様な農業体験の場づくりを実施したことにより，都
市農業への理解を深めることができた。さらに，都市農地の保全・活用を実施したことにより，農地が持つ多面的な
機能の向上につなげることができた。引き続き，都市農業の持続的な振興に取り組む。

人

まちづくり指標 単位

今後の方向

現状継続

有効性改善

２－２　施策全体の考察②（まちづくり指標の推移／考察）

18　都市農業の推進

農業者，農地，市民

安全でおいしい農産物を生産し，市民がそれを消費することができる農地を
保全する
市民が農業とふれあい，都市農業への理解を深めることができる

施策の方向

貸借円滑化法の活用件数 件

多様な農業体験の場の新規開設数 園

認定農業者の人数

9
令和3年度

5 10
25

令和5～8年度の
4箇年累計

○

市内農業者が農業を継続できるように支援し，新鮮な農産物の供給や農地の
保全・活用を図るとともに，地産地消や農業体験など，多様な役割を有する
都市農業を推進します。

３　施策を構成する基本計画事業等の取組実績／今後の方向

■18-1　いきいきとした農業経営

令和6年度の主要な取組説明(Do) 今後の取組の方向(Action)

※　◎：目標達成　○：目標値を未達成（前年度より向上した）　▼：目標値を未達成（前年度より低下した）　⇒：目標値を未達成（前年度と同じ又は前年度数値未把握）　－：数値未把握（調査未実施など）

60

・農業経営の安定と向上を目的として，農業者（２７人）に
対して農業用機械購入等の支援を実施した。
・環境保全型農業の促進を目的として，農業者（１１０人）
に対して有機質肥料の配付を実施した。
・まちのにぎわいや生産者とのふれあいの場の創出を目的と
する，「マルシェ ドゥ 調布」を,市内野菜の収穫時期に合
わせて６月と１２月に開催した。

計画遅れ

令和6年度取組
実績(Check)

基本計画事業名No

計画どおり

計画前倒し農業経営の支援

①市民と農家とのふれあいを促進し，農家の生産意欲及び技術力の向上を図るため，「調布市農業まつり」を開催した。
②電子化した農産物直売所マップの二次元コードをチラシや市ホームページに掲載することで，インターネット上で直売所
の表示や目的の直売所までのルート案内機能の利用を促進する等，市内の農産物直売所の利用促進を図った。

効率性改善

財政面改善

参加と協働改善

・調布市農業振興計画に掲げた将来像の実現に向けて，計画に位置付けた取組の推進を
図っていく。
・今後も国・東京都及び市独自の補助制度などを活用しながら，認定農業者及び農業経
営に意欲ある農業者に対する支援を引き続き行っていく。
・都市農業振興基本法の基本的な方針を踏まえ，都市農業の振興と都市農地の保全を図
るため，様々な事業を通じて農業経営を支援していく。

今後の取組の方向(Action)

①「調布市農業まつり」の農産物展示品評会で上位特賞受賞者へ贈呈する市制施行７０周年ロゴ入りシー
ルを作成することで，農家の生産意欲の向上と受賞者の農産物を市民へＰＲを図り，農業経営を支援す
る。
②農産物直売所マップをリニューアルし，掲載情報の更新と見易さを向上するとともに，新たに電子化し
た農産物直売所マップに写真を掲載するなど，市内の農産物直売所の利用促進を図る。

基本計画事業以外の主要な取組実績(Do)

121



✔

✔

✔

✔

計画前倒し 効率性改善

今後の方向

財政面改善

今後の取組の方向(Action)

基本計画事業以外の主要な取組実績(Do) 今後の取組の方向(Action)

４　施策の推進，成果向上の視点（４つの視点）を踏まえた令和６年度の取組実績及び令和７年度以降の具体的な取組

今後の取組の方向(Action)

62
【重点⑤】

都市農地の保全・活用

令和6年度の主要な取組説明(Do) 今後の方向 今後の取組の方向(Action)

計画どおり 有効性改善

計画前倒し 効率性改善

計画遅れ

脱炭素社会の実現 フェーズフリー

■18-2　農のある地域づくり

No 基本計画事業名
令和6年度取組
実績(Check)

基本計画事業以外の主要な取組実績(Do)

■18-3　農地の保全・活用

No 基本計画事業名
令和6年度取組
実績(Check)

令和6年度の主要な取組説明(Do)

参加と協働改善

61 多様な農業体験の場づくり

・農業体験の場の提供を目的として，農業体験ファーム（６
農園）の運営を支援した。
・野菜づくりを楽しみながら，農業に対する理解を深めるこ
となどを目的として，市民農園（１４農園）を管理運営し
た。
・都市農業への理解促進を目的として，ふれあい体験農園を
実施した。

現状継続 ・農業体験に対する市民ニーズが高いことなども踏まえ，引き続き，新たな農園を確保
していくため，農家に対し農業体験ファーム事業の制度等を周知し，協力を得ていく。
・市民の農業・農地への理解促進を図るために，市民農園事業，ふれあい体験農園事業
を継続して実施していく。
・学校における食育の取り組みを推進するため，学童農園事業を継続して実施してい
く。

・市民農園や農業体験ファーム等，市民が農とふれあう機会を創出し，農のある地域づくりを推進した。【令和６年
度】
・市内農家と調布駅前商業施設との連携により「マルシェ ドゥ 調布」を開催し，まちのにぎわいや農家とのふれあ
いの場の創出に取り組む。【令和７年度】

５　後期基本計画期間（令和９年度～令和１２年度）における施策の方向整理に向けた検討

・農林水産省が令和３年５月に策定した「みどりの食料システム戦略」では，化学農薬や化学肥料の使用低減を目指しているため，環境に配慮した栽培の推進が必要である。
・東京都では，令和６年度からは東京型スマート農業の「発展・普及期」と位置付け，市民生活に密着し，小規模，多品目生産を特徴としている都市農業について，スマホの活用や販売所監視システムなど，東京に適したスマート
農業技術の開発や実証を進めている。この東京スマート農業に関する情報提供を行い，市内農業者の負担軽減に関する取組の支援を検討する必要がある。

・未来に残す東京の農地プロジェクトを活用し，農業者２人
に対して，災害時協力井戸となる農業用井戸や農地再生に関
する補助を実施することで，農地が持つ多面的機能を向上し
た。
・ＪＡマインズと連携し，「都市農地の貸借の円滑化に関す
る法律」の活用を促進することにより，都市農地の保全・活
用に取り組んだ。

現状継続 ・今後も未来に残す東京の農地プロジェクトを活用し，防災や環境保全などの都市農地
が持つ多面的機能をより一層発揮させるための施設整備など，農地保全に意欲的に取り
組む農業者及び農業団体が行う農地保全の取組に対して，ソフト・ハード両面に対する
支援を継続していく。
・ＪＡマインズと連携し，「都市農地の貸借の円滑化に関する法律」の更なる周知を図
るほか，農業経営の支援や市民農園・農業体験ファーム等に取り組むことにより，効果
的な都市農地の保全・活用につなげていく。

計画どおり 有効性改善

計画遅れ 財政面改善

参加と協働改善

・脱炭素社会の実現のため，希望する販売農家に対して，環境に優しい有機質肥料を配付し，環境の保全と新鮮
で安全安心な農産物の生産・供給に対して支援した。【令和６年度】
・脱炭素社会実現の観点から，東京都補助事業である東京農業経営強靭化事業を活用し，農業用機器類の電源と
して利用する太陽光パネルと電化農機具等の導入を支援し，温室効果ガス排出削減の促進に努める。【令和７年
度】

・未来に残す東京の農地プロジェクトを活用し，災害時協力井戸となる農業用井戸や農地再生に関する補助を実施す
ることで，農地が持つ多面的機能を向上した。【令和６年度】
・災害時の防災空間の確保や延焼の防止等，農地の持つ防災機能を発揮するため，都市農地の保全に努める。【令和
７年度】

デジタル技術の活用 共創のまちづくり

・農家の取組紹介について，希望する農家が運営するＳＮＳへのリンクを市ホームページに掲載することで，デ
ジタル技術を活用した支援に取り組んだ。【令和６年度】
・デジタル化した農産物直売所マップを活用し，直売所の写真を掲載するなど，農産物直売所の利用促進や，市
内農産物のＰＲ，地産地消の取組促進を図る。【令和７年度】
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